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２．２ 土石流の発生状況 

土石流は、大量の土砂が水をともなって、渓流から急激に流れ出る現象

であり、一連の流れの中に巨礫や流木等が集中した先頭部と水分の多い後

続流とが見られる場合が多い。今回、土石流が発生した６６渓流を対象に、

その発生状況について、災害後に実施された調査結果 1）2）も参考に整理を

行った。この結果、土石流の停止位置と氾濫状況に大きな特徴があること

がわかった。 

 

（１）土石流の停止位置 

① 渓流内に停止した渓流 

６６渓流のうち、２９渓流では、土石流が渓流の谷出口より下流ま

で流下せず、渓流内に停止しており、土石流が停止した箇所としては、

谷の狭窄部、立木、ため池や砂防えん堤等が見られた。立木によって

停止したものには、今後の豪雨による出水で土砂流出のおそれがある

事例があった。 

② 谷出口より下流まで流出した渓流 

残りの３７渓流では、土石流が谷出口から流出しているが、渓流内

で停止しなかった要因としては、土石流の規模が大きいことや渓流の

勾配が急であること及び砂防えん堤がなかったこと等が推測される。 

 

（２）土石流の氾濫状況 

土石流が谷出口より下流まで流出した３７渓流では、谷出口下流域の

地形が平地であるか扇状地であるかによって、その被害や土砂移動状況

に相違が見られる。 

① 谷出口下流の地形が平地の場合 

土石流が平地に流出したものは１５渓流であり、渓流から谷出口の

平地に到達する際、その勾配の急激な緩和と地形的な広がりから、土

石流の破壊力は低下するが、谷出口付近の保全対象が直接的な被害を

受けた事例があった。 

② 谷出口下流の地形が扇状地の場合 

土石流が扇状地に流出したものは２２渓流であり、扇状地を流下す

る土石流が被災前の流路へいったん流れ、その流路を閉塞することに

よって、異なる方向に土石流が流下し、人家に直接的な被害が発生し

た事例があった。一般的に、扇状地ではこのように従来の流下方向と

異なる方向に土石流が流下することが見られる。 

また、扇状地の不安定土砂を侵食し、さらに被害を拡大させている

事例があった。 
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これらの特徴に加え、崩壊地、土石流の発達状況、土砂や流木の流出状

況等について整理した結果が表－2.1 であり、土石流の発生状況は、渓流

内で停止した土石流（渓流内型）、谷出口より下流の平地に流出した土石流

（平地型）、及び谷出口より下流の扇状地に流出した土石流（扇状地型）の

概ね３つに分類されることがわかった。 

なお、土石流が発生した６６渓流の個別の発生状況は、表－2.2 にとり

まとめた。 
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止

し
た

が
、

後
続

流
に

よ
っ

て
大

量
の

細
粒

分
の

土
砂

が
老

人
ホ

ー
ム

に
流

入
し

て
人

的
被

害
が

発
生

し
た

。

 

細
粒

土
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氾
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例 崩
壊

地

土
砂

移
動

区
間

渓
流

名
上

田
南

川

土
石

流
の

発
生

状
況

扇
状

地
型

流
域

面
積

1
.1

km
2

崩
壊

地
数

8

崩
壊

面
積

率
0
.7

%

土
石

流
の

停
止

位
置

谷
出

口
下

流
の

扇
状

地

土
石

流
に

よ
る

直
接

的
被

害
あ

り

・
巨

礫
は

ラ
イ

フ
ケ

ア
高

砂
の

直
上

流
で

停
止

。
・
後

続
流

に
よ

る
細

粒
分

土
砂

が
ラ

イ
フ

ケ
ア

　
高

砂
に

大
量

に
流

入
し

た
。

・
死

者
７

名
。

谷
出

口
下

流
に

流
出

し
た

土
砂

・
巨

礫
を

含
む

土
砂

・
大

量
の

細
粒

分
の

土
砂

被
害

の
状

況

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
ラ

イ
フ

ケ
ア

高
砂

(死
者

7
名

)

（河
床

勾
配

）

θ
 =

 2
.5

°
θ

 =
 6

.1
°

θ
 =

 1
0
.3

°
θ

 =
 1

3
.7

°
θ

 =
 1

7
.9

°

74



拡
大

図

【
P

H
-
6
】
砂

防
施

設
に

よ
る

土
石

流
の

捕
捉

状
況

巨
礫

や
流

木
（
広

葉
樹

）
が

大
量

に
堆

積
。

一
部

の
土

砂
や

流
木

が
袖

部
を

越
流

し
た

痕
跡

が
見

ら
れ

る
。

渓
岸

部
か

ら
の

崩
壊

土
砂

、
支

流
か

ら
の

土
石

流
は

堆
砂

敷
で

停
止

し
て

い
る

。

剣
川

縦
断

図
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3100
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3700

3800

3900

4000

4100

4200

4300

4400

4500

4600

4700

4800

4900

5000

5100

5200

距
離

(m
)

標高(m)

河
床

勾
配

θ
=
1
.0

°
河

床
勾

配
θ

=
3
.8

°
河

床
勾

配
θ

=
1
.9

°
河

床
勾

配
θ

=
4
.3

°
河

床
勾

配
θ

=
3
.6

°

河
床

勾
配

θ
=
8
.4

°
河

床
勾

配
θ

=
1
5
.1

°

国
道

２
６

２
号

合
流

点

宅
　

地

図
－

2
.
6
　

扇
状

地
型

【
剣

川
】

①

①

②

④

③

⑤

⑥

②
③

④

⑤
⑥

既
設

え
ん

堤
１

既
設

え
ん

堤
２

【
P

H
-
3
】
河

道
拡

幅
区

間
に

堆
積

し
た

土
砂

巨
礫

（
径

1
m

を
超

え
な

い
程

度
）
，

細
粒

土
砂

，
流

木
（
広

葉
樹

）
の

堆
積

（
拡

幅
部

が
遊

砂
池

と
し

て
機

能
し

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
）
。

一
度

堆
積

し
、

二
次

的
に

移
動

し
た

侵
食

痕
跡

あ
り

。

【
P

H
-
5
】
砂

防
施

設
に

よ
る

土
石

流
の

捕
捉

状
況

【
P

H
-
4
】
え

ん
堤

で
停

止
し

た
土

石
流

堆
積

物

【
P

H
-
1
】
崩

壊
地

の
状

況

【
P

H
-
2
】
基

岩
が

露
出

し
た

上
流

部
の

渓
床

最
上

流
部

で
発

生
し

た
崩

壊
が

流
動

化
し

，
流

下
の

過
程

で
河

道
堆

積
物

や
側

岸
を

侵
食

す
る

こ
と

に
よ

り
土

石
流

へ
と

発
達

し
た

も
の

と
推

測
さ

れ
る

。

【
P

H
-
9
】
洪

水
氾

濫
に

よ
る

人
家

へ
の

土
砂

流
入

・
浸

水
被

害
上

流
か

ら
流

下
し

て
き

た
土

砂
に

よ
り

河
床

が
上

昇
し

，
河

積
が

減
少

し
た

こ
と

や
，

橋
が

流
木

で
閉

塞
し

た
こ

と
に

よ
り

生
じ

た
も

の
と

推
測

さ
れ

る
。

扇
状

地

谷
出

口

扇
状

地

【
P

H
-
8
】
新

勝
坂

橋
（
流

路
幅

約
8
m

）
・
橋

の
下

流
側

が
流

木
に

よ
り

閉
塞

（
床

版
が

約
8
0
c
m

浮
き

上
が

る
）

・
橋

の
閉

塞
に

伴
い

，
土

砂
流

が
国

道
を

流
下

し
た

・
橋

の
上

流
部

に
は

，
土

石
流

本
体

と
思

わ
れ

る
巨

石
混

じ
り

の
堆

積
物

の
上

に
細

粒
土

砂
が

厚
く
堆

積
・
橋

の
上

流
側

右
岸

の
民

家
は

，
１

階
の

屋
根

の
上

ま
で

細
粒

土
砂

で
埋

没

 

細
粒

土
砂

氾
濫

範
囲

土
石

流
の

先
端

凡
　

　
　

例 崩
壊

地

土
砂

移
動

区
間

【
P

H
-
7
】
平

坦
地

の
状

況
停

止
し

た
土

石
流

本
体

の
巨

礫
の

上
に

後
続

流
に

よ
る

多
量

の
細

粒
土

砂
が

流
入

・
堆

積
し

、
家

屋
等

の
損

傷
が

認
め

ら
れ

る
。

谷
出

口

渓
流

名
剣

川

土
石

流
の

発
生

状
況

扇
状

地
型

流
域

面
積

1
.8

2
km

2

崩
壊

地
数

1
3
8

崩
壊

面
積

率
2
.7

%

土
石

流
の

停
止

位
置

谷
出

口
下

流
の

扇
状

地

土
石

流
に

よ
る

直
接

的
被

害
あ

り

・
巨

礫
は

国
道

2
6
2
号

と
の

交
差

部
直

上
で

停
止

  
し

た
。

・
土

石
流

本
体

部
が

止
ま

っ
た

下
流

で
は

、
細

粒
  

分
の

流
入

に
よ

る
被

災
の

た
め

、
家

屋
等

の
損

傷
　

が
認

め
ら

れ
る

。
・
流

木
に

よ
る

閉
塞

で
国

道
2
6
2
号

の
橋

梁
が

浮
　

き
上

が
っ

た
。

・
後

続
流

に
よ

る
細

粒
分

土
砂

が
大

量
に

流
下

し
、

　
国

道
2
6
2
号

及
び

剣
川

に
沿

っ
て

氾
濫

。

谷
出

口
下

流
に

流
出

し
た

土
砂

・
巨

礫
を

含
む

土
砂

・
大

量
の

細
粒

分
の

土
砂

被
害

の
状

況

（
河

床
勾

配
）

θ
 =

 1
.0

°
θ

 =
 3

.8
°

θ
 =

 4
.3

°
θ

 =
 3

.6
°

θ
 =

 8
.4

°
θ

 =
 1

.9
°

θ
 =

 1
5
.1

°
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扇
状

地
型

【
柊

北
渓

流
】

①
②

③

④

【
P

H
-
1
】
崩

壊
地

の
状

況
マ

サ
が

分
布

し
て

お
り

、
岩

塊
は

少
な

い
。

扇
状

地

谷
出

口

【
P

H
-
5
】
土

石
流

本
体

停
止

位
置

よ
り

下
流

の
状

況
比

較
的

細
粒

の
土

砂
礫

が
堆

積
し

て
い

る
。

（
φ

＝
0
.3

m
程

度
）

【
P

H
-
3
】
土

石
流

の
流

下
区

間
の

状
況

基
本

的
に

洗
掘

傾
向

で
あ

る
が

、
巨

礫
が

停
止

・
堆

積
し

て
い

る
箇

所
が

あ
る

。

【
P

H
-
2
】
土

石
流

の
流

下
区

間
の

状
況

表
層

土
壌

が
侵

食
さ

れ
、

渓
床

は
露

岩
し

て
い

る
。

【
P

H
-
6
】
中

国
自

動
車

道
の

状
況

上
り

車
線

に
流

出
し

た
細

粒
土

砂
。

【
P

H
-
4
】
土

石
流

の
停

止
位

置
巨

礫
が

堆
積

し
て

い
る

。

【
P

H
-
7
】
谷

出
口

の
中

国
自

動
車

道
路

　
被

災
状

況
高

速
道

路
上

に
多

量
の

土
砂

や
流

木
が

流
出

し
た

。
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例 崩
壊

地

土
砂

移
動

区
間

柊
北

渓
流

　
縦

断
図
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③
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河
床

勾
配

θ
=4

.5
°

河
床

勾
配

θ
=1

1.
2°

河
床

勾
配

θ
=1

7.
9°

河
床

勾
配

θ
=2

1.
8°

河
床

勾
配

θ
=3

3.
8°

中
国

自
動

車
道

路
付

近

源
頭

部
崩

壊

①

②

③

④

渓
流

名
柊

北
渓

流

土
石

流
の

発
生

状
況

扇
状

地
型

流
域

面
積

0
.2

2
km

2

崩
壊

地
数

4

崩
壊

面
積

率
1
.0

%

土
石

流
の

停
止

位
置

谷
出

口
下

流
の

扇
状

地

土
石

流
に

よ
る

直
接

的
被

害
な

し
中

国
自

動
車

道
に

土
砂

流
出

・
谷

出
口

下
流

で
巨

礫
が

停
止

し
、

細
粒

分
　

の
土

砂
が

高
速

道
路

下
部

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
　

ー
ト

を
通

過
し

て
人

家
周

辺
に

堆
積

谷
出

口
下

流
に

流
出

し
た

土
砂

・
巨

礫
を

含
む

土
砂

・
細

粒
分

の
土

砂

被
害

の
状

況

（河
床

勾
配

）

θ
 =

 4
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°
θ

 =
 1

1
.2

°
θ

 =
 1

7
.9

°
θ

 =
 2
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θ
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 3
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【
P

H
-
1
】
崩

壊
地

の
状

況
長

さ
1
5
0
m

(斜
距

離
),
幅

7
～

8
m

、
深

さ
1
～

2
m

、
勾

配
3
8

度
程

度
で

あ
り

、
崩

壊
地

の
規

模
は

小
さ

い
。

不
安

定
な

崩
壊

残
土

が
あ

る
。

図
－

2
.
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扇
状

地
型

【
石

原
１

】

①

②
③

⑤

石
原

1
縦

断
図
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0
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0
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0
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4
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0

100
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300

400
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700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

距
離

(m
)

標高(m)

河
床

勾
配

θ
=
2
.0

°

県
道

河
床

勾
配

θ
=
5
.1

°
河

床
勾

配
θ

=
8
.1

°
河

床
勾

配
θ

=
1
2
.5

°
河

床
勾

配
θ

=
2
3
.5

°
河

床
勾

配
θ

=
3
5
.5

°

①

②
③

④
⑤

【
P

H
-
6
】
扇

状
地

区
間

の
状

況
屈

曲
部

で
直

進
し

た
土

石
流

の
堆

積
物

。
巨

礫
を

多
く
含

む
。

【
P

H
-
7
】
扇

状
地

区
間

の
状

況
土

石
流

に
よ

る
侵

食
跡

。
渓

岸
・
渓

床
に

過
去

も
含

め
た

土
石

流
堆

積
物

が
あ

り
、

不
安

定
な

状
態

に
あ

る

【
P

H
-
2
】
土

石
流

流
下

区
間

の
状

況

現
況

流
路

細
粒

土
砂

氾
濫

範
囲

土
石

流
の

先
端

凡
　

　
　

例 崩
壊

地

土
砂

移
動

区
間

【
P

H
-
1
0
】
平

坦
地

の
状

況
下

流
の

平
坦

地
に

は
多

量
の

細
粒

土
砂

が
氾

濫
。

【
P

H
-
5
】
扇

状
地

区
間

の
状

況
渓

床
部

に
は

巨
礫

を
含

む
不

安
定

な
土

砂
礫

が
残

存
堆

積
。

渓
岸

部
に

は
巨

礫
を

含
む

不
安

定
な

堆
積

層
が

露
出

し
、

一
部

で
比

高
1
0
m

以
上

の
崩

壊
地

を
形

成
。

【
P

H
-
3
】
土

石
流

流
下

区
間

の
侵

食
状

況

【
P

H
-
4
】
扇

頂
部

の
状

況
大

量
の

巨
礫

が
堆

積
。

屈
曲

部
で

土
石

流
が

直
進

被
災

前
の

流
路

と
異

な
る

方
向

に
土

石
流

が
流

下
し

て
い

る
（
首

振
り

現
象

）
。

【
P

H
-
8
】
真

尾
下

郷
地

区
に

お
け

る
被

災
状

況
（
土

石
流

・
流

木
堆

積
状

況
）

家
屋

に
径

2
～

3
m

程
度

の
巨

礫
が

直
撃

。
巨

礫
よ

り
先

に
流

木
（
広

葉
樹

）
が

到
達

し
た

痕
跡

あ
り

。

【
P

H
-
9
】
土

石
流

の
停

止
位

置
扇

端
部

の
家

屋
付

近
で

土
石

流
本

体
は

停
止

。

渓
流

名
石

原
１

土
石

流
の

発
生

状
況

扇
状

地
型

流
域

面
積

0
.3

3
km

2

崩
壊

地
数

6

崩
壊

面
積

率
0
.6

%

土
石

流
の
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表－2.2 土石流の発生状況（６６渓流） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 渓流名
特別点検

による判定
流域面積

(k㎡)
土石流の
停止位置

扇状地
土石流の
発生状況

1 高井１ Ｂ 0.02 渓流内 －
2 勝坂４ Ｂ 0.02 渓流内 －
3 中山東谷川 Ａ 0.05 渓流内 －
4 勝坂２ Ａ 0.06 渓流内 －
5 山田５ Ｂ 0.06 渓流内 －
6 丸尾 Ｂ 0.06 渓流内 －
7 勝坂１ Ａ 0.20 渓流内 －
8 自由ヶ丘川 Ｂ 0.32 渓流内 －
9 持越渓流 Ａ 0.91 渓流内 －
10 峠下川２ Ａ 1.00 渓流内 －
11 大河内谷川 Ｂ 1.75 渓流内 －
12 三谷川 Ｂ 2.04 渓流内 －
13 中山北川 Ａ 0.09 渓流内 ○
14 石原川 Ａ 0.11 渓流内 ○
15 東畑中川 Ａ 0.11 渓流内 ○
16 下上田川 Ｂ 0.11 渓流内 ○
17 塚原川 Ｂ 0.13 渓流内 ○
18 自由ヶ丘１ Ａ 0.17 渓流内 ○
19 上代川 Ｃ 0.17 渓流内 ○
20 和田１ Ｂ 0.18 渓流内 ○
21 矢筈ヶ岳東谷川 Ａ 0.19 渓流内 ○
22 新町奥谷川 Ａ 0.24 渓流内 ○
23 坂本１ Ｂ 0.27 渓流内 ○
24 芦谷川 Ａ 0.29 渓流内 ○
25 坂本谷川 Ａ 0.31 渓流内 ○
26 峪川 Ａ 0.38 渓流内 ○
27 十七谷川 Ａ 0.63 渓流内 ○
28 八幡谷渓流 Ｃ 1.31 渓流内 ○
29 堀溝谷川 Ｂ 1.69 渓流内 ○
30 勝坂小川 Ａ 0.01 谷出口下流 －
31 神里１ Ａ 0.03 谷出口下流 －
32 台道１ Ａ 0.03 谷出口下流 －
33 大河内谷川 Ａ 0.04 谷出口下流 －
34 小鯖７ Ａ 0.06 谷出口下流 －
35 棯畑川 Ａ 0.08 谷出口下流 －
36 神里２ Ａ 0.11 谷出口下流 －
37 山田４ Ｂ 0.11 谷出口下流 －
38 大井谷川 Ａ 0.15 谷出口下流 －
39 神里川 Ａ 0.18 谷出口下流 －
40 峠下川１ Ａ 0.25 谷出口下流 －
41 素川 Ａ 0.26 谷出口下流 －
42 柊渓流 Ａ 0.37 谷出口下流 －
43 山田２ Ｂ 0.62 谷出口下流 －
44 山田１ Ｂ 0.69 谷出口下流 －
45 勝坂渓流 Ａ 0.04 谷出口下流 ○
46 神里川南 Ａ 0.04 谷出口下流 ○
47 和田川 Ａ 0.07 谷出口下流 ○
48 松尾谷川 Ａ 0.08 谷出口下流 ○
49 松ヶ谷川 Ａ 0.08 谷出口下流 ○
50 中柊境川 Ａ 0.11 谷出口下流 ○
51 棯畑川２ Ａ 0.16 谷出口下流 ○
52 塚原1 Ａ 0.19 谷出口下流 ○
53 柊北渓流 Ａ 0.20 谷出口下流 ○
54 新長尾川 Ａ 0.22 谷出口下流 ○
55 下迫谷川 Ａ 0.23 谷出口下流 ○
56 石原南川 Ａ 0.30 谷出口下流 ○
57 山田上川 Ａ 0.32 谷出口下流 ○
58 石原１ Ａ 0.33 谷出口下流 ○
59 柊南渓流 Ａ 0.48 谷出口下流 ○
60 十七渓流 Ａ 0.50 谷出口下流 ○
61 平川 Ａ 0.57 谷出口下流 ○
62 阿部谷川 Ａ 0.71 谷出口下流 ○
63 上田南川 Ａ 1.11 谷出口下流 ○
64 棯畑上川 Ａ 1.59 谷出口下流 ○
65 剣川 Ａ 1.82 谷出口下流 ○
66 奈美川 Ａ 2.37 谷出口下流 ○

渓流内型

平地型

扇状地型
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